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大阪赤十字病院の理念
わたしたちは
人道・博愛の赤十字精神に基づき
すべての人の尊厳をまもり
心のかよう高度の医療をめざします

患者さんの権利
1. 一人の人間として、人権をまもられる権利があります
２. 良質かつ適切な医療を、公平に受ける権利があります
３. 医療についての情報や治療上の説明を受ける権利があります
４. 自分自身の治療について、医療行為を選択する権利があります
５. プライバシーがまもられ、個人情報が保護される権利があります
６. 自己の診療録等の医療情報の開示を求める権利があります
７. 他施設の医師の意見（セカンドオピニオン）を求める権利があります

■受付時間（月～金） 〈診療開始は午前８：４５からです〉
　初診／月曜日～金曜日  ８：３０～１１：３０　再診／月曜日～金曜日  ８：００～１１：４５
■休診日　土・日・祝・５月１日（本社創立記念日）・１２月２９日～1月３日
■診察券　診察券は全科共通で使用いたしますので、ご来院時には必ずお持ちください。
■ご面会 〈病状によってこの限りではありませんが、必ず病棟の看護師にご相談ください〉　
　平日／１４:００～１９:００　休診日／１０:００～１２:００、１４:００～１９:００　
　小児病棟（平日・休診日とも）／１４:００～１９:００　
■保険証等　保険証、医療証等は月に１度窓口で確認させていただきます。
　　　　　　　また、変更・更新の際は必ずご提出ください。

病院のご案内
当院は

敷地内全面禁煙です

https://www.osaka-med.jrc.or.jp

大阪赤十字病院
大阪市天王寺区筆ケ崎町5－30　令和4年7月発行

ＴＥＬ：06－6774－5111
■お問い合わせ

（代表）
大阪赤十字病院

https://www.jrc.or.jp
赤十字全般

当院は、敷地内全面禁煙を
実施しています。

ご理解とご協力をお願いします。

シリーズ 心臓血管外科部長 岩倉  篤情熱の白衣 医師の素顔● 看護師レポート81
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　すずらんの寄贈は、全日本空輸株式会社の
ご厚意により昭和31年から行わ
れており、今年で67回目を迎えま
した。例年、客室乗務員と地上旅
客係員の皆さまにお越しいただき、
寄贈セレモニーやしおりの配布を

行っていますが、本年度も新型コロナウイルス感染症の感染
拡大防止のため中止となりました。
　しかしながら、全日本空輸株式会社の皆さまより、すずらんの切り花とすずらんの香りがする
しおりをお送りいただき、すずらんの爽やかな香りに心癒されるひとときを過ごしました。

News大空から「しあわせの花」すずらんが
届けられました

News本誌「びり～ぶ」についての
アンケートを実施中！

　「赤十字」の創始者はスイス人のアンリー・デュナンです。1859年にイタリア統一戦争の激戦地
でデュナンが「苦しむ人は敵味方関係なく救護しなければならない」という思いを持ったことが
赤十字の原点です。彼の誕生日にちなみ、毎年５月８日は世界赤十字デーと定められています。
日本赤十字社では、この日を含む毎年５月を赤十字運動月間としています。
　当院でも５月中に院内に設置した活動資金へのご協力をお願いする募金箱に17,453円の
ご協力をいただきました。誠にありがとうございました。

News
活動資金へのご協力ありがとうございました

人事異動情報 （令和４年3月31日付～6月1日付）
採用

退職

食だより／夏　旬を味わう「豚しゃぶそうめんの夏野菜だれ」　　　お薬ミニ知識／褥そう（床ずれ）のお薬
〝緩和ケアチーム〟からのお知らせ　　　かかりつけ医をもちましょう　　
大阪赤十字病院附属大手前整肢学園／大阪赤十字病院 ボランティア会　　  Topics Box〈ニュース＆イベント〉

右記のQRコードを
携帯電話で読み取り、
回答後、送信してください。

　今後も皆さまの声を反映しながら、よりよい情報誌に
していきたいと考えています。
　ぜひ、皆さまのご意見・ご感想をお聞かせください。
ご協力をお願いします。

▼アンケート方法

5月は赤十字運動月間
〈4月5日付〉【消化器外科部】上野　剛平（非常勤嘱託医師）
〈4月8日付〉【脳神経外科部】尾崎　沙耶（非常勤嘱託医師）
〈6月1日付〉【産婦人科部】田村　年規（専攻医）
　　　　　 【脳神経内科部】月田　和人（非常勤嘱託医師）

〈3月31日付〉【麻酔科・集中治療部】菫　理（非常勤嘱託医師）
〈4月30日付〉【消化器外科部】中島　研郎（副部長）
　　　　　　【救急科部】大河内　謙太郎（副部長）
　　　　　　【血液内科部】永田　修（医師）

個人として資金を拠出された場合

についてご  寄  付

TEL ： 06ー6774ー5111大阪赤十字病院  総務管理課 （代表）

■税制上の優遇措置 ■表彰制度

●

1.有功章・社長感謝状
①事業資金として、一時または累計額で20万円以上を納められたとき → 銀色有功章 
②事業資金として、一時または累計額で50万円以上を納められたとき → 金色有功章
③金色有功章を受章された方がさらに事業資金として、一時または累計額で50万円以上を納められたとき
　 → 社長感謝状

3.特別社員章
（個人） 事業資金として、一時または数次に２万円以上納められたとき → 称号付与通知書特別社員章
（法人） 事業資金として、一時または数次に２万円以上納められたとき → 称号付与通知書
〈備考〉事業資金などを納められた個人、法人・団体には、納入金額に応じて上記の表彰のほか、次の手続きをいたします。
・ 厚生労働大臣感謝状（手続きは同一年度内1回のみ）
　　個人の場合 → 一時または同一年度内の累計額で100万円以上、500万円未満
　　法人・団体の場合 → 一時または同一年度内の累計額で300万円以上、1,000万円未満
・ 紺綬褒章（手続きはその都度）
　　個人の場合 → 一時または分納の申し出により累計額で500万円以上
　　法人・団体の場合 → 一時または分納の申し出により累計額で1,000万円以上

寄付金の全額（ただし、上限は寄付
者の年間所得額の40％）から2千円
を差し引いた額が寄付者の年間所
得総額から控除されます。
（所得税法第78条第2項第3号）

法人として資金を拠出された場合
●特定公益増進法人に対する寄付金
の損金算入限度額を損金に算入す
ることができます。
（法人税法第37条第4項）

ご寄付の連絡先

2.支部長表彰状（感謝状）  
　個人、法人・団体より事業資金として一時または累計額で10万円以上を納められたとき

※国の表彰については、表彰を代行申請するものであり、ご受章をお約束するものではありません。また、代行申請にあたり別途ご提出いただく書類があります。

日本赤十字社に対してなされた活動資金
のご協力は、税制上の優遇措置が受けら
れます。

日本赤十字社では、ご寄付いただいた方・法人に対し下記のとおり感謝状などをお贈りしています。

※寄付金損金算入限度額については、法人の
　資本や所得金額によって異なります。
　限度額については税務署や税理士の方に
　ご確認ください。

新型コロナウイルス感染症対応に取り組んでいる日本赤十字社に対し、多くの患者さんおよび企業・団体の皆さまから、ご寄付をいただいています。
皆さまからの温かいご支援に感謝申し上げるとともに、当院を受診される皆さまのご期待にお応えできますよう、職員一同真摯に職務に励みます。

皆さまのご理解とご支援をよろしくお願いいたします。

https://www.osaka-med.jrc.or.jp
ご寄付の方法については、当院ホームページにも掲載しています。

大阪赤十字病院 

じょく

■発行／大阪市天王寺区筆ケ崎町５－３０　令和4年7月発行　第81号1 8

「ブルベリー」 山田恵子
（エイブルアート・カンパニー所属  http://www.ableartcom.jp)

Believe81.indd   2 2022/07/06   16:36



https://www.osaka- med.jrc.or.jp

POINT

大阪赤十字病院ホームページ 
全面リニューアル！ 

大阪赤十字病院 検索

デ
ザ
イ
ン・レ
イ
ア
ウ
ト
を
一
新

　「
来
院
さ
れ
る
方
へ
」「
医
療
関
係
者
の
方
へ
」「
採
用
情
報
」と
多
様
な
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
た
お
知
ら
せ
を
迅
速
に
更
新
し
、よ
り
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
情
報
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
更
新
情
報
、こ
れ
か
ら
開
催
す
る
講
座
な
ど
の
情
報
を
い
ち

早
く
確
認
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

最
新
の
情
報
を
お
届
け
す
る

IN
FO
RM
ATIO

N

（
お
知
ら
せ
・
広
報
）

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
前
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン・タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
よ
り
閲
覧
す
る
際
、多
く
の

ペ
ー
ジ
で
パ
ソ
コ
ン
サ
イ
ト
に
移
動
し
て
し
ま
い
、閲
覧
す
る
方
に
と
っ
て
見
づ
ら
い
場
合
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
は
、パ
ソ
コ
ン
サ
イ
ト
と
同
様
の
内
容
を
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン・タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に

適
し
た
文
字
の
大
き
さ
や
ス
ム
ー
ズ
な
ペ
ー
ジ
移
行
で
ご
覧
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
、「
サ
イ

ト
内
検
索
」「
ア
ク
セ
ス
」「
代
表
電
話
」「
診
察
予
約
変
更
」「
お
問
い
合
わ
せ
」な
ど
、よ
く
利
用
さ
れ
る
項
目

に
つ
い
て
は
、ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
大
き
く
表
示
し
ま
し
た
。

　
当
院
は
、「
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
」「
が

ん
ゲ
ノ
ム
医
療
連
携
病
院
」「
小
児
が
ん
連
携

病
院
」の
認
定
を
受
け
て
お
り
、が
ん
診
療
に

全
力
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
当
サ
イ
ト
は
、各
が
ん
の
解
説
か
ら
治
療

内
容
、緩
和
ケ
ア
や
相
談
支
援
な
ど
、ご
覧
い

た
だ
く
方
に
な
る
べ
く
わ
か
り
や
す
く
、当
院

の
特
色
が
反
映
さ
れ
た
が
ん
診
療
体
制（
チ

ー
ム
医
療
）を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
作
成

し
ま
し
た
。

患
者
さ
ん
と
そ
の
ご
家
族
の
さ
ま
ざ
ま
な
苦

痛
や
悩
み
に
誠
実
に
寄
り
添
え
る
よ
う
努
め

て
い
き
ま
す
。病
気
に
対
す
る
不
安
や
心
配

ご
と
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、遠
慮
な
く
が
ん

相
談
窓
口
や
職
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
令
和
４
年
５
月
、当
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
は
、ご
利
用
い
た
だ
く
皆
さ
ま
に
と
っ
て
、

よ
り
分
か
り
や
す
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
な
る
よ
う
、次
の
　
　
　
　
　
　
　
に 

に
力
を
入
れ
作
成
し
ま
し
た
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォン・
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
か
ら
も
閲
覧
し
や
す
い
ホ
ー
ム
ペー
ジ

利
用
者
の
方
々
に
と
っ
て
有
益
な
情
報
を「PICKU

P

（
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
）」と
し
て
掲
載
し
ま
し
た
。

い
く
つ
か
の
ペ
ー
ジ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

PICK
U
P

（
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
）の
新
設

●
が
ん
治
療
に
つ
い
て

　（が
ん
診
療
セ
ン
タ
ー
）

　
令
和
４
年
５
月
よ
り
開
講
し
た
、一
般

市
民
の
皆
さ
ま
お
よ
び
地
域
の
医
療
機
関

の
先
生
向
け
の
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。

●
日
赤
オ
ン
ラ
イ
ン
医
学
講
座

　
災
害
医
療・国
際
救
援
活
動
の
ペ
ー
ジ

で
は
、「
海
外・国
内
の
派
遣
状
況
や
派
遣

報
告
」や「
イ
ベ
ン
ト
情
報
」な
ど
に
つ
い
て

掲
載
し
て
い
ま
す
。

●
災
害
医
療
・

　国
際
救
援
活
動

　
情
報
誌「
び
り
〜
ぶ
」

の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を

平
成
14
年（
２
０
０
２
年
）

の
創
刊
号
か
ら
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

●
び
り
〜
ぶ

　
今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
デ
ザ
イ
ン
を一新
し
ま
し
た
。シ
ン
プ
ル
で
洗
練
さ
れ
た
デ
ザ

イ
ン
に
な
っ
た
だ
け
で
は
な
く
、よ
り
多
く
の
方
に
と
っ
て
利
用
し
や
す
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
な
る
よ
う
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。具
体
的
に
は
、文
字
サ
イ
ズ
や
背
景
色
の
変
更
に
加
え
、ペ
ー
ジ
の

自
動
翻
訳（
英
語
、中
国
語
、韓
国
語
）、ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、〝
求
め
て
い
る
情
報
に
た
ど
り
着
け
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〞を
め
ざ
し
、関
連
性
の
あ
る
内
容
を
ま
と
め

た
ペ
ー
ジ
構
成
と
な
り
ま
し
た
。例
え
ば
、「
各
診
療
科
の
紹
介
ペ
ー
ジ
」は
分
か
り
や
す
い
よ
う
項
目
を
統一

し
、「
医
師
紹
介
ペ
ー
ジ
」に
は
各
医
師
の
紹
介
だ
け
で
な
く
、各
科
の
施
設
認
定（一定
の
要
件
を
満
た
し
た

病
院
に
与
え
ら
れ
る
認
定
）を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

西日本乗降客数No.1を誇るOsaka Metro御堂筋線の一部の
車両のつり革が大阪赤十字病院一色になりました。1日数回、
1車両（8号車）限定のレア物ですので、見かけた際はぜひ写真を
撮ってください！

　令和４年度から大阪赤十字病院は「すべては患者さん
の笑顔のために：All for the patient’s smile」という
言葉のもと、より一層皆さまに寄り添ったサービスを提供で
きるよう、さまざまな取り組みを行っています。その一環と
して、ホームページのリニューアルだけではなく、患者さん
や地域の方々に、より当院について知っていただこうと、
以下のような活動も行っています。

すべては患者さんの笑顔のために
All　for　the patient’s　smile

1POINT 2POINT 3

▲トップページ

▼ピクトグラム

ここをクリック
または

下へスクロール

インフォメーションページ

ピックアップページがん診療センターサイト

または、QRコードから →

Osaka Metro 御
堂筋線

一部車両のつり革
が大阪赤十字病院

一色に ！Osaka Metro 御
堂筋線

一部車両のつり革
が大阪赤十字病院

一色に ！

３
つ
の
ポ
イ
ン
ト

●検索／
　アクセス

下へスクロールすると、
各コンテンツへ

例

入院 診療科・
部門・医師

トップページ

●来院される方へ／
　医療関係者の方へ／
　採用情報

●代表電話／診察予約変更／
　お問い合わせ

皆さまとって役立つホームページへ
　今後は、当院の紹介動画を掲載する予定です。より利用しや
すいホームページを作成するために、皆さまからのご要望など
を取り入れながら、コンテンツの充実を図り、役に立つホーム
ページをめざします。ぜひとも当院のホームページをご活用
ください。
　また、看護部サイト、採用サイトも同時リニューアルしていま
すので、関心のある方はぜひご覧ください。

▶創刊号

ピトグラムとは、言葉を使わなくても誰に
でも情報を伝えられる簡略化された絵文
字のことです。
（例：トイレや非常口のマーク）

■
が
ん
診
療
セ
ン
タ
ー
か
ら
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イ
ン・レ
イ
ア
ウ
ト
を
一
新

　「
来
院
さ
れ
る
方
へ
」「
医
療
関
係
者
の
方
へ
」「
採
用
情
報
」と
多
様
な
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
た
お
知
ら
せ
を
迅
速
に
更
新
し
、よ
り
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
情
報
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
更
新
情
報
、こ
れ
か
ら
開
催
す
る
講
座
な
ど
の
情
報
を
い
ち

早
く
確
認
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

最
新
の
情
報
を
お
届
け
す
る

IN
FO
RM
ATIO

N

（
お
知
ら
せ
・
広
報
）

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
前
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン・タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
よ
り
閲
覧
す
る
際
、多
く
の

ペ
ー
ジ
で
パ
ソ
コ
ン
サ
イ
ト
に
移
動
し
て
し
ま
い
、閲
覧
す
る
方
に
と
っ
て
見
づ
ら
い
場
合
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
は
、パ
ソ
コ
ン
サ
イ
ト
と
同
様
の
内
容
を
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン・タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に

適
し
た
文
字
の
大
き
さ
や
ス
ム
ー
ズ
な
ペ
ー
ジ
移
行
で
ご
覧
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
、「
サ
イ

ト
内
検
索
」「
ア
ク
セ
ス
」「
代
表
電
話
」「
診
察
予
約
変
更
」「
お
問
い
合
わ
せ
」な
ど
、よ
く
利
用
さ
れ
る
項
目

に
つ
い
て
は
、ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
大
き
く
表
示
し
ま
し
た
。

　
当
院
は
、「
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
」「
が

ん
ゲ
ノ
ム
医
療
連
携
病
院
」「
小
児
が
ん
連
携

病
院
」の
認
定
を
受
け
て
お
り
、が
ん
診
療
に

全
力
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
当
サ
イ
ト
は
、各
が
ん
の
解
説
か
ら
治
療

内
容
、緩
和
ケ
ア
や
相
談
支
援
な
ど
、ご
覧
い

た
だ
く
方
に
な
る
べ
く
わ
か
り
や
す
く
、当
院

の
特
色
が
反
映
さ
れ
た
が
ん
診
療
体
制（
チ

ー
ム
医
療
）を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
作
成

し
ま
し
た
。

患
者
さ
ん
と
そ
の
ご
家
族
の
さ
ま
ざ
ま
な
苦

痛
や
悩
み
に
誠
実
に
寄
り
添
え
る
よ
う
努
め

て
い
き
ま
す
。病
気
に
対
す
る
不
安
や
心
配

ご
と
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、遠
慮
な
く
が
ん

相
談
窓
口
や
職
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
令
和
４
年
５
月
、当
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
は
、ご
利
用
い
た
だ
く
皆
さ
ま
に
と
っ
て
、

よ
り
分
か
り
や
す
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
な
る
よ
う
、次
の
　
　
　
　
　
　
　
に 

に
力
を
入
れ
作
成
し
ま
し
た
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォン・
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
か
ら
も
閲
覧
し
や
す
い
ホ
ー
ム
ペー
ジ

利
用
者
の
方
々
に
と
っ
て
有
益
な
情
報
を「PICKU

P

（
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
）」と
し
て
掲
載
し
ま
し
た
。

い
く
つ
か
の
ペ
ー
ジ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

PICK
U
P

（
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
）の
新
設

●
が
ん
治
療
に
つ
い
て

　（が
ん
診
療
セ
ン
タ
ー
）

　
令
和
４
年
５
月
よ
り
開
講
し
た
、一
般

市
民
の
皆
さ
ま
お
よ
び
地
域
の
医
療
機
関

の
先
生
向
け
の
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。

●
日
赤
オ
ン
ラ
イ
ン
医
学
講
座

　
災
害
医
療・国
際
救
援
活
動
の
ペ
ー
ジ

で
は
、「
海
外・国
内
の
派
遣
状
況
や
派
遣

報
告
」や「
イ
ベ
ン
ト
情
報
」な
ど
に
つ
い
て

掲
載
し
て
い
ま
す
。

●
災
害
医
療
・

　国
際
救
援
活
動

　
情
報
誌「
び
り
〜
ぶ
」

の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を

平
成
14
年（
２
０
０
２
年
）

の
創
刊
号
か
ら
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

●
び
り
〜
ぶ

　
今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
デ
ザ
イ
ン
を一新
し
ま
し
た
。シ
ン
プ
ル
で
洗
練
さ
れ
た
デ
ザ

イ
ン
に
な
っ
た
だ
け
で
は
な
く
、よ
り
多
く
の
方
に
と
っ
て
利
用
し
や
す
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
な
る
よ
う
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。具
体
的
に
は
、文
字
サ
イ
ズ
や
背
景
色
の
変
更
に
加
え
、ペ
ー
ジ
の

自
動
翻
訳（
英
語
、中
国
語
、韓
国
語
）、ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、〝
求
め
て
い
る
情
報
に
た
ど
り
着
け
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〞を
め
ざ
し
、関
連
性
の
あ
る
内
容
を
ま
と
め

た
ペ
ー
ジ
構
成
と
な
り
ま
し
た
。例
え
ば
、「
各
診
療
科
の
紹
介
ペ
ー
ジ
」は
分
か
り
や
す
い
よ
う
項
目
を
統一

し
、「
医
師
紹
介
ペ
ー
ジ
」に
は
各
医
師
の
紹
介
だ
け
で
な
く
、各
科
の
施
設
認
定（一定
の
要
件
を
満
た
し
た

病
院
に
与
え
ら
れ
る
認
定
）を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

西日本乗降客数No.1を誇るOsaka Metro御堂筋線の一部の
車両のつり革が大阪赤十字病院一色になりました。1日数回、
1車両（8号車）限定のレア物ですので、見かけた際はぜひ写真を
撮ってください！

　令和４年度から大阪赤十字病院は「すべては患者さん
の笑顔のために：All for the patient’s smile」という
言葉のもと、より一層皆さまに寄り添ったサービスを提供で
きるよう、さまざまな取り組みを行っています。その一環と
して、ホームページのリニューアルだけではなく、患者さん
や地域の方々に、より当院について知っていただこうと、
以下のような活動も行っています。

すべては患者さんの笑顔のために
All　for　the patient’s　smile

1POINT 2POINT 3

▲トップページ

▼ピクトグラム

ここをクリック
または

下へスクロール

インフォメーションページ

ピックアップページがん診療センターサイト

または、QRコードから →

Osaka Metro 御
堂筋線

一部車両のつり革
が大阪赤十字病院

一色に ！Osaka Metro 御
堂筋線

一部車両のつり革
が大阪赤十字病院

一色に ！

３
つ
の
ポ
イ
ン
ト

●検索／
　アクセス

下へスクロールすると、
各コンテンツへ

例

入院 診療科・
部門・医師

トップページ

●来院される方へ／
　医療関係者の方へ／
　採用情報

●代表電話／診察予約変更／
　お問い合わせ

皆さまとって役立つホームページへ
　今後は、当院の紹介動画を掲載する予定です。より利用しや
すいホームページを作成するために、皆さまからのご要望など
を取り入れながら、コンテンツの充実を図り、役に立つホーム
ページをめざします。ぜひとも当院のホームページをご活用
ください。
　また、看護部サイト、採用サイトも同時リニューアルしていま
すので、関心のある方はぜひご覧ください。

▶創刊号

ピトグラムとは、言葉を使わなくても誰に
でも情報を伝えられる簡略化された絵文
字のことです。
（例：トイレや非常口のマーク）

■
が
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　「
手
に
職
を
」と
母
親
に
勧
め
ら

れ
て
看
護
の
道
へ
進
み
ま
し
た
。助

産
師
や
社
会
福
祉
士
な
ど
、い
ろ
い

ろ
な
資
格
や
学
び
に
取
り
組
ん
で
き
た
の
は
、

自
分
の
キ
ャ
リ
ア
だ
け
で
な
く
、ケ
ア
す
る
相

手
の
た
め
に
役
立
つ
と
気
が
つい
た
か
ら
で
す
。

入
職
か
ら
の
13
年
間
は
、ず
っ
と
産
婦
人
科

関
連
の
部
署
。N
I
C
U（
新
生
児
集
中
治
療

室
）や
G
C
U（
新
生
児
回
復
室
）も
担
当
し
、

「
自
分
の
が
ん
ば
り
次
第
で
、ど
の
業
務
も
こ
な

せ
る
」と
思
っ
て
い
ま
し
た
。そ
の
鼻
を
ポ
キ
ン

と
折
ら
れ
た
の
が
、小
児
科
に
移
っ
た
と
き
。

「
お
薬
を
飲
ま
な
い
」「
寝
つい
た
と
こ
ろ
」と
い

っ
た
予
測
不
能
な
子
ど
も
の
動
き
に
、自
分
の

ペ
ー
ス
を
乱
さ
れ
っ
ぱ
な
し
。こ
の
経
験
に
よ
り
、「
患
者
さ
ん

に
合
わ
せ
る
」臨
機
応
変
さ
を
身
に
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
子
ど
も
で
も
大
人
で
も
、心
か
ら
打
ち
解
け
あ
う
の
は
難

し
い
も
の
。そ
れ
で
も
、こ
ち
ら
か
ら
の
声
か
け
に
反
応
さ
れ

な
か
っ
た
患
児
さ
ん
が
、あ
る
と
き
急
に
話
し
か
け
て
く
れ
た

と
き
は
、「
笑
顔
で
接
し
続
け
て
よ
か
っ
た
」と
う
れ
し
く
な

り
ま
す
。マ
ス
ク
を
し
て
い
て
も
、喜
怒
哀
楽
は
伝
わ
る
ん
で

す
。直
感
力
に
優
れ
た
子
ど
も
た
ち
は
、特
に
そ
う
。だ
か
ら

こ
そ
、目
つ
き
や
声
の
ト
ー
ン
に
も
気
を
つ
け
、「
い
つ
も
そ
ば

に
い
ま
す
」と
い
う
想
い
が
届
く
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
今
年
か
ら
は
看
護
副

部
長
と
し
て
、業
務
改
善

な
ど
を
す
る
立
場
と
な

り
ま
し
た
。と
は
い
え
、

未
経
験
の
こ
と
も
多
い
の

で
、ま
だ
ま
だ
勉
強
中
で
す
。そ
の一方
で
、こ
れ
ま
で
の
経
験

を
活
か
し
、地
域
と
病
院
を
つ
な
ぐ
活
動
を
広
げ
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。院
外
に
も
活
動
の
場
を
広
げ
る
こ
と
で
、

職
員
の
皆
さ
ん
が
仕
事
へ
の
誇
り
と
や
り
が
い
を
深
め
る
、

そ
の
支
え
に
な
り
た
い
で
す
。

大阪府生まれ。平成2年大阪赤十字助産師学校卒業後、大阪赤十字病院に入職。
産婦人科病棟、小児科病棟での勤務を経て、平成30年より大手前整肢学園へ。令和3年7月より看護副部長に。

看護師レポート EIKO MATSUYAMA81

得られた学びや経験は必ず
次の患者さんに活かせる

看
護
部 

看
護
副
部
長

松
山 

栄
子

　「〝
何
の
た
め
に
医
者
に
な
っ
た
ん
だ

ろ
う
〞と
振
り
返
っ
た
と
き
、〝
心
臓

手
術
を
捨
て
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

手
術
で
命
を
救
い
た
い
〞と
思
っ
た
ん

で
す
。」ボ
ス
ト
ン
の
大
病
院
で『
血
管

新
生
』の
研
究
に
没
頭
し
、自
身
の
ラ
ボ

ま
で
用
意
さ
れ
な
が
ら
、帰
国
し
て
臨

床
に
携
わ
る
道
を
選
ん
だ
岩
倉
医
師
。

い
く
つ
も
の
病
院
で
心
臓
血
管
外
科
の

活
性
化
に
貢
献
し
、今
年
４
月
か
ら
、

当
院
で
科
を
率
い
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
研
究
者
と
し
て
は
ア
メ
リ
カ
の
学
会

で
表
彰
さ
れ
、臨
床
医
と
し
て
も
経
験

豊
富
。と
こ
ろ
が
本
人
に
は
、尊
大
さ
の

欠
片
も
な
い
。「
だ
れ
も
が
内
心
は
、快

挙
を
狙
う
ホ
ー
ム
ラ
ン
バッ
タ
ー
に
な
り

た
い
も
の
で
す
。け
れ
ど
患
者
さ
ん

の
た
め
に
は
、個
人
や
設
備
の
力

を
冷
静
に
見
極
め
、よ
り
確
か
な

施
術
を
選
ば
な
い
と
。」決
し
て
天

才
肌
で
は
な
い
自
分
だ
が
、与
え

ら
れ
た
役
割
に
は
全
力
を
尽
く
す
。

そ
ん
な
考
え
か
ら
、こ
れ
ま
で
勤

め
て
き
た
病
院
と
同
じ
よ
う
に
、

当
院
で
も〝
緊
急
時
に
約
15
分
で
駆
け

つ
け
ら
れ
る
〞立
地
で
の
単
身
赴
任
を

決
め
た
。

　「
い
ろ
ん
な
病
院
に
赴
く
な
か
で
、

無
理
難
題
を
突
き
つ
け
ら
れ
、自
分
ひ

と
り
な
ら
ば
我
慢
な
ら
な
い
、と
思
う

場
面
も
あ
り
ま
し
た
。た
だ
、訪
れ
る

患
者
さ
ん
の
た
め
、病
院
の
た
め
な
ら
、

耐
え
て
み
よ
う
と
い
う
気
に
な
れ
た
ん

で
す
。」そ
ん
な
自
身
の
内
に
眠
る〝
奉
仕

の
精
神
〞を
、周
り
に
う
ま
く
利

用
さ
れ
て
き
た
の
か
も
、と
笑
う

岩
倉
医
師
。ボ
ス
ト
ン
に
赴
任
し

た
年
に
ア
メ
リ
カ
同
時
多
発
テ
ロ

が
起
こ
っ
た
。「
人
々
が
N
Y
か

ら
脱
出
す
る
な
か
、心
臓
移
植

手
術
の
た
め
に
N
Y
へ
向
か
っ
た

医
師
の
話
を
聞
き
、同
じ
医
療

人
と
し
て
深
く
感
動
し
ま
し

た
。」そ
う
し
た
経
験
も
気
づ
か

ぬ
う
ち
に
、岩
倉
医
師
の〝
精
神
〞

の
糧
と
な
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

「
も
ち
ろ
ん
私
自
身
も
、い
つ
も

誰
か
に
助
け
ら
れ

て
き
ま
し
た
し
ね
。

〝
捨
て
る
神
あ
れ
ば

拾
う
神
あ
り
〞と
い

う
言
葉
が
好
き
な

ん
で
す
。」

　「
人
が
変
わ
り
、組
織
が
変
わ
る
の
は

何
か
と
大
変
で
す
が
、そ
れ
以
上
に
、

体
制
や
技
術
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る

メ
リ
ッ
ト
も
大
き
い
で
す
。」岩
倉
医
師

が
率
い
る
心
臓
血
管
外
科
の
チ
ー
ム
は
、

ま
だ
始
動
し
た
ば
か
り
。こ
れ
か
ら
メ
ン

バ
ー
の
活
躍
と
成
長
を
支
え
、少
し
ず

つ
内
外
か
ら
の
評
価
を
高
め
て
い
き
た

い
と
い
う
。

　「
外
部
の
評
判
も
大
切
だ
と
は
思
い

ま
す
が
、私
が
め
ざ
し
た
い
の
は
、〝
職

員
の
方
々
に
自
慢
し
て
も
ら
え
る
科
〞

に
な
る
こ
と
で
す
。」職
員
が「
う
ち
の

心
臓
血
管
外
科
は
、○
○
だ
か
ら
」と

自
慢
し
た
く
な
る
実
力
を
つ
け
れ
ば
、

外
か
ら
の
期
待
や
信
頼
も
集
ま
る
、と

い
う
わ
け
だ
。国
内
外
の
さ
ま
ざ
ま
な

現
場
で
、た
く
さ
ん
の
見
識
を
培
っ
て

き
た
岩
倉
医
師
の
目
に
は
、も
う
、心
臓

血
管
外
科
の
新
た
な
歩
み
が
見
え
て

い
る
。

臨
床
の
道
を
選
ん
だ
の
は
、

こ
の
手
で
救
え
る
命
が
あ
る
か
ら

心
臓
血
管
外
科
部
長  

岩
倉  

篤

患
者
さ
ん
の
た
め
、

自
分
に
で
き
る
最
善
の
施
術
を

新
体
制
の
心
臓
血
管
外
科
を
、

病
院
ス
タ
ッ
フ
が
自
慢
で
き
る
科
に

A
T
S
U
S
H
I IW

A
K
U
R
A

シ
リ
ー
ズ

こ
の
春
に
人
生
20
回
目
と
な
る

引
っ
越
し
を
完
了

情
熱
の
白
衣 

医
師
の
素
顔
●81

大阪府出身。昭和63年和歌山県立医科大学医学部卒業後、京都大学医学部附属病院心臓血管外科などで研修。セント・エリザベスズ・メディカル・センター（米ボストン）で血管研究に力を注ぎ、
帰国後、国家公務員共済組合枚方公済病院、日本赤十字社和歌山医療センター、公益財団法人天理よろづ相談所病院の心臓血管外科にて部長職を歴任。令和4年4月より現職。

ボストン在住時に暮らしていた14階のアパ
ートから、郊外（ブルックライン）を望む景色。

★新型コロナウイルス感染症対策により、マスク着用での取材とさせていただきました。

　
暑
く
な
る
と
の
ど
ご
し
の
よ
い
麺
類
が
食
べ
た
く
な
り
ま
す
ね
。手
軽
で
お
い
し
い
麺
類
で
す
が
単
品
で

食
べ
る
こ
と
が
多
い
た
め
、炭
水
化
物
以
外
の
栄
養
素
が
不
足
し
、バ
ラ
ン
ス
が
悪
く
な
り
や
す
い
で
す
。そ
こ

で
、麺
類
を
食
べ
る
際
の
気
を
つ
け
た
い
ポ
イ
ン
ト
を
押
さ
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
豚
肉
は
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ１
を
豊
富
に
含
ん
で
お
り
、麺
類
や
ご
飯
に
含
ま
れ
る
炭
水
化
物
の
代
謝
に
欠
か
せ
な
い

栄
養
素
で
す
。さ
っ
ぱ
り
と
し
た
野
菜
だ
れ
は
ご
飯
や
豆
腐
な
ど
と
も
相
性
が
よ
い
た
め
、手
軽
に
野
菜
を

補
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。お
い
し
く
元
気
に
、暑
い
夏
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

褥
そ
う（
床
ず
れ
）の
お
薬

じ
ょ
く

 

旬
を
味
わ
う

「
豚
し
ゃ
ぶ
そ
う
め
ん
の
夏
野
菜
だ
れ
」

食
だ
よ
り

栄
養
管
理
課  

管
理
栄
養
士
　光
田 

千
穂

ミニ知識 薬剤部  調剤課
安田 成男お 薬

　
高
齢
者
人
口
が
増
え
、在
宅
で
医
療
を
受
け
る
機
会
も
増
え
て
お
り
、『
褥
そ
う
』に

注
意
が
必
要
で
す
。褥
そ
う
は
仙
骨
や
尾
骨
、腸
骨
を
は
じ
め
、あ
ら
ゆ
る
骨
の
上
で
発
生

し
ま
す
。接
触
す
る
床
な
ど
の
外
圧
が
身
体
に
持
続
し
て
か
か
る
こ
と
で
、骨
と
皮
膚
の
間

の
組
織
で
血
流
の
低
下
を
起
こ
し
、放
置
す
る
と
組
織
が
壊
死
し『
創（
損
傷
部
分
）』を

つ
く
り
ま
す
。感
染
の
温
床
と
な
り
や
す
い
う
え
、時
に
は
痛
み
を
伴
い
、著
し
く
Q
O
L

（
生
活
の
質
）の
低
下
を
招
き
、治
療
に
数
年
を
要
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
今
回
は
褥
そ
う
に
用
い
る
お
薬
に
つい
て
紹
介
し
ま
す
。

　
他
に
も
組
織
の
再
生
や
皮
膚
の
形
成
を
促
す
お
薬
が
あ
り
ま
す
が
、治
療
効
果
を
上
げ

る
た
め
に
は
創
面
を
よ
い
環
境（
乾
燥
状
態
や
ジ
ュク
ジ
ュク
程
度
）に
導
く
こ
と
も
ポ
イ
ン
ト

と
な
り
ま
す
。例
え
ば
滲
出
液
が
多
く
ジ
ュク
ジ
ュク
し
た
創
に
水
を
補
う
ゲ
ー
ベン
ク
リ
ー

ム
を
使
用
す
る
と
、か
え
って
む
く
み
を
招
く
な
ど
症
状
を
悪
化
さ
せ
組
織
の
再
生
を
妨
げ

ま
す
。症
状
に
合
わ
せ
た
適
切
な
お
薬
選
び
と
使
用
方
法
が
、治
療
効
果
に
大
き
く
影
響

し
ま
す
の
で
、必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　『
使
って
い
る
お
薬
で
合
って
い
る
か
な
？
』『
正
し
く
使
用
で
き
て
い
る
か
な
？
』な
ど
、気

に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、医
師
、看
護
師
、薬
剤
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

3把
150ｇ
1本

1/2個
4～5枚
1本
1本

夏

そうめん
豚肉
きゅうり
トマト
大葉
みょうが
なす
調味料
　　

かいわれ、炒りごま…各適量

〈作り方〉

〈材料〉（2人分）

❶きゅうり、トマトは1cm角に、大葉、みょう
　がは千切りにする。
❷なすにラップをかけ、電子レンジで3分
　加熱し、粗熱が取れたら1ｃｍ角に切る。
❸調味料を混ぜ合わせ、①、②の野菜と和
　える。
❹そうめん、豚肉をそれぞれ茹で、皿に盛る。
　③の野菜だれをかけ、かいわれを添えて
　炒りごまをふる。

麺
類
を
食
べ
る
と
き
の
ポ
イ
ン
ト

麺
の
量
は
適
量
に

褥
そ
う
に
用
い
る
代
表
的
な
お
薬

1
大
盛
り
に
す
る
こ
と
は
控
え
、う
ど
ん
な
ら
１
玉
、そ
う
め
ん
な
ら
1.5
把
程
度
に
し
ま
し
ょ
う
。ま
た「
う
ど
ん
と

お
に
ぎ
り
」、「
ラ
ー
メ
ン
と
チ
ャ
ー
ハ
ン
」な
ど
の
炭
水
化
物
同
士
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

必
ず
具
材
や
他
の
お
か
ず
と一緒
に

2
炭
水
化
物
に
偏
っ
た
食
事
は
、血
糖
値
の
急
上
昇
に
つ
な
が
り
ま
す
。具
材
に
肉
や
卵
な
ど
の
た
ん
ぱ
く
質
食
品

や
、野
菜
を
取
り
入
れ
ま
し
ょ
う
。副
菜
を
プ
ラ
ス
し
て
も
い
い
で
す
ね
。

ス
ー
プ
は
飲
み
干
さ
な
い

3
ス
ー
プ
に
は
多
く
の
食
塩
が
含
ま
れ
て
お
り
、す
べ
て
飲
み
干
す
と
約
１
日
分
の
摂
取
量
に
な
り
ま
す
。麺
そ
の

も
の
に
も
食
塩
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、ス
ー
プ
は
必
ず
残
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

食
べ
る
ス
ピ
ー
ド
に
も
注
意

4
の
ど
ご
し
が
よ
い
た
め
、早
食
い
に
な
り
や
す
い
で
す
。よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
こ
と
で
満
腹
中
枢
が
刺
激
さ
れ
、

食
べ
す
ぎ
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

醤油…小さじ2、 みりん…小さじ2、
酒…大さじ1、 酢…小さじ1、
豆板醬…小さじ1/4

● 

ア
ズ
ノ
ー
ル
®
軟
膏

● 

亜
鉛
華
軟
膏

油
脂
性（
保
湿
性
）

炎
症
を
抑
え
る
作
用
と
と
も
に
皮
膚
保
護
作
用
の
あ
る
油
脂
性
の
基
剤
を
含
み
ま
す
。

主
に
褥
そ
う
初
期
の
発
赤
や
水
疱
、た
だ
れ
、浅
い
潰
瘍
部
全
般
に
使
用
し
ま
す
。

● 

イ
ソ
ジ
ン
®
シ
ュ
ガ
ー
パ
ス
タ
軟
膏

● 

ユ
ー
パ
ス
タ
コ
ー
ワ
軟
膏

吸  

水  

性

抗
菌
作
用
と
水
を
吸
う
性
質
が
あ
り
ま
す
。創
か
ら
出
る
滲
出
液
を
吸
収
す
る
た
め
、

ジ
ュ
ク
ジ
ュ
ク
し
た
創
へ
の
使
用
に
適
し
て
お
り
、組
織
の
再
生
を
促
す
作
用
も
あ
り
ま
す
。

● 

ゲ
ー
ベ
ン
ク
リ
ー
ム
１
％

補  

水  

性

抗
菌
と
、水
分
を
60
％
含
む
た
め
水
を
補
う
性
質
が
あ
り
ま
す
。乾
燥
し
た
創
へ
の
使
用

に
適
し
て
お
り
、壊
死
し
た
部
分
を
除
去
す
る
作
用
も
あ
り
ま
す
。

休日、くつろぐお気に入り
の場所。
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　「
手
に
職
を
」と
母
親
に
勧
め
ら

れ
て
看
護
の
道
へ
進
み
ま
し
た
。助

産
師
や
社
会
福
祉
士
な
ど
、い
ろ
い

ろ
な
資
格
や
学
び
に
取
り
組
ん
で
き
た
の
は
、

自
分
の
キ
ャ
リ
ア
だ
け
で
な
く
、ケ
ア
す
る
相

手
の
た
め
に
役
立
つ
と
気
が
つい
た
か
ら
で
す
。

入
職
か
ら
の
13
年
間
は
、ず
っ
と
産
婦
人
科

関
連
の
部
署
。N
I
C
U（
新
生
児
集
中
治
療

室
）や
G
C
U（
新
生
児
回
復
室
）も
担
当
し
、

「
自
分
の
が
ん
ば
り
次
第
で
、ど
の
業
務
も
こ
な

せ
る
」と
思
っ
て
い
ま
し
た
。そ
の
鼻
を
ポ
キ
ン

と
折
ら
れ
た
の
が
、小
児
科
に
移
っ
た
と
き
。

「
お
薬
を
飲
ま
な
い
」「
寝
つい
た
と
こ
ろ
」と
い

っ
た
予
測
不
能
な
子
ど
も
の
動
き
に
、自
分
の

ペ
ー
ス
を
乱
さ
れ
っ
ぱ
な
し
。こ
の
経
験
に
よ
り
、「
患
者
さ
ん

に
合
わ
せ
る
」臨
機
応
変
さ
を
身
に
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
子
ど
も
で
も
大
人
で
も
、心
か
ら
打
ち
解
け
あ
う
の
は
難

し
い
も
の
。そ
れ
で
も
、こ
ち
ら
か
ら
の
声
か
け
に
反
応
さ
れ

な
か
っ
た
患
児
さ
ん
が
、あ
る
と
き
急
に
話
し
か
け
て
く
れ
た

と
き
は
、「
笑
顔
で
接
し
続
け
て
よ
か
っ
た
」と
う
れ
し
く
な

り
ま
す
。マ
ス
ク
を
し
て
い
て
も
、喜
怒
哀
楽
は
伝
わ
る
ん
で

す
。直
感
力
に
優
れ
た
子
ど
も
た
ち
は
、特
に
そ
う
。だ
か
ら

こ
そ
、目
つ
き
や
声
の
ト
ー
ン
に
も
気
を
つ
け
、「
い
つ
も
そ
ば

に
い
ま
す
」と
い
う
想
い
が
届
く
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
今
年
か
ら
は
看
護
副

部
長
と
し
て
、業
務
改
善

な
ど
を
す
る
立
場
と
な

り
ま
し
た
。と
は
い
え
、

未
経
験
の
こ
と
も
多
い
の

で
、ま
だ
ま
だ
勉
強
中
で
す
。そ
の一方
で
、こ
れ
ま
で
の
経
験

を
活
か
し
、地
域
と
病
院
を
つ
な
ぐ
活
動
を
広
げ
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。院
外
に
も
活
動
の
場
を
広
げ
る
こ
と
で
、

職
員
の
皆
さ
ん
が
仕
事
へ
の
誇
り
と
や
り
が
い
を
深
め
る
、

そ
の
支
え
に
な
り
た
い
で
す
。

大阪府生まれ。平成2年大阪赤十字助産師学校卒業後、大阪赤十字病院に入職。
産婦人科病棟、小児科病棟での勤務を経て、平成30年より大手前整肢学園へ。令和3年7月より看護副部長に。

看護師レポート EIKO MATSUYAMA81

得られた学びや経験は必ず
次の患者さんに活かせる

看
護
部 

看
護
副
部
長

松
山 

栄
子

　「〝
何
の
た
め
に
医
者
に
な
っ
た
ん
だ

ろ
う
〞と
振
り
返
っ
た
と
き
、〝
心
臓

手
術
を
捨
て
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

手
術
で
命
を
救
い
た
い
〞と
思
っ
た
ん

で
す
。」ボ
ス
ト
ン
の
大
病
院
で『
血
管

新
生
』の
研
究
に
没
頭
し
、自
身
の
ラ
ボ

ま
で
用
意
さ
れ
な
が
ら
、帰
国
し
て
臨

床
に
携
わ
る
道
を
選
ん
だ
岩
倉
医
師
。

い
く
つ
も
の
病
院
で
心
臓
血
管
外
科
の

活
性
化
に
貢
献
し
、今
年
４
月
か
ら
、

当
院
で
科
を
率
い
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
研
究
者
と
し
て
は
ア
メ
リ
カ
の
学
会

で
表
彰
さ
れ
、臨
床
医
と
し
て
も
経
験

豊
富
。と
こ
ろ
が
本
人
に
は
、尊
大
さ
の

欠
片
も
な
い
。「
だ
れ
も
が
内
心
は
、快

挙
を
狙
う
ホ
ー
ム
ラ
ン
バッ
タ
ー
に
な
り

た
い
も
の
で
す
。け
れ
ど
患
者
さ
ん

の
た
め
に
は
、個
人
や
設
備
の
力

を
冷
静
に
見
極
め
、よ
り
確
か
な

施
術
を
選
ば
な
い
と
。」決
し
て
天

才
肌
で
は
な
い
自
分
だ
が
、与
え

ら
れ
た
役
割
に
は
全
力
を
尽
く
す
。

そ
ん
な
考
え
か
ら
、こ
れ
ま
で
勤

め
て
き
た
病
院
と
同
じ
よ
う
に
、

当
院
で
も〝
緊
急
時
に
約
15
分
で
駆
け

つ
け
ら
れ
る
〞立
地
で
の
単
身
赴
任
を

決
め
た
。

　「
い
ろ
ん
な
病
院
に
赴
く
な
か
で
、

無
理
難
題
を
突
き
つ
け
ら
れ
、自
分
ひ

と
り
な
ら
ば
我
慢
な
ら
な
い
、と
思
う

場
面
も
あ
り
ま
し
た
。た
だ
、訪
れ
る

患
者
さ
ん
の
た
め
、病
院
の
た
め
な
ら
、

耐
え
て
み
よ
う
と
い
う
気
に
な
れ
た
ん

で
す
。」そ
ん
な
自
身
の
内
に
眠
る〝
奉
仕

の
精
神
〞を
、周
り
に
う
ま
く
利

用
さ
れ
て
き
た
の
か
も
、と
笑
う

岩
倉
医
師
。ボ
ス
ト
ン
に
赴
任
し

た
年
に
ア
メ
リ
カ
同
時
多
発
テ
ロ

が
起
こ
っ
た
。「
人
々
が
N
Y
か

ら
脱
出
す
る
な
か
、心
臓
移
植

手
術
の
た
め
に
N
Y
へ
向
か
っ
た

医
師
の
話
を
聞
き
、同
じ
医
療

人
と
し
て
深
く
感
動
し
ま
し

た
。」そ
う
し
た
経
験
も
気
づ
か

ぬ
う
ち
に
、岩
倉
医
師
の〝
精
神
〞

の
糧
と
な
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

「
も
ち
ろ
ん
私
自
身
も
、い
つ
も

誰
か
に
助
け
ら
れ

て
き
ま
し
た
し
ね
。

〝
捨
て
る
神
あ
れ
ば

拾
う
神
あ
り
〞と
い

う
言
葉
が
好
き
な

ん
で
す
。」

　「
人
が
変
わ
り
、組
織
が
変
わ
る
の
は

何
か
と
大
変
で
す
が
、そ
れ
以
上
に
、

体
制
や
技
術
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る

メ
リ
ッ
ト
も
大
き
い
で
す
。」岩
倉
医
師

が
率
い
る
心
臓
血
管
外
科
の
チ
ー
ム
は
、

ま
だ
始
動
し
た
ば
か
り
。こ
れ
か
ら
メ
ン

バ
ー
の
活
躍
と
成
長
を
支
え
、少
し
ず

つ
内
外
か
ら
の
評
価
を
高
め
て
い
き
た

い
と
い
う
。

　「
外
部
の
評
判
も
大
切
だ
と
は
思
い

ま
す
が
、私
が
め
ざ
し
た
い
の
は
、〝
職

員
の
方
々
に
自
慢
し
て
も
ら
え
る
科
〞

に
な
る
こ
と
で
す
。」職
員
が「
う
ち
の

心
臓
血
管
外
科
は
、○
○
だ
か
ら
」と

自
慢
し
た
く
な
る
実
力
を
つ
け
れ
ば
、

外
か
ら
の
期
待
や
信
頼
も
集
ま
る
、と

い
う
わ
け
だ
。国
内
外
の
さ
ま
ざ
ま
な

現
場
で
、た
く
さ
ん
の
見
識
を
培
っ
て

き
た
岩
倉
医
師
の
目
に
は
、も
う
、心
臓

血
管
外
科
の
新
た
な
歩
み
が
見
え
て

い
る
。

臨
床
の
道
を
選
ん
だ
の
は
、

こ
の
手
で
救
え
る
命
が
あ
る
か
ら

心
臓
血
管
外
科
部
長  

岩
倉  

篤

患
者
さ
ん
の
た
め
、

自
分
に
で
き
る
最
善
の
施
術
を

新
体
制
の
心
臓
血
管
外
科
を
、

病
院
ス
タ
ッ
フ
が
自
慢
で
き
る
科
に

A
T
S
U
S
H
I IW

A
K
U
R
A

シ
リ
ー
ズ

こ
の
春
に
人
生
20
回
目
と
な
る

引
っ
越
し
を
完
了

情
熱
の
白
衣 

医
師
の
素
顔
●81

大阪府出身。昭和63年和歌山県立医科大学医学部卒業後、京都大学医学部附属病院心臓血管外科などで研修。セント・エリザベスズ・メディカル・センター（米ボストン）で血管研究に力を注ぎ、
帰国後、国家公務員共済組合枚方公済病院、日本赤十字社和歌山医療センター、公益財団法人天理よろづ相談所病院の心臓血管外科にて部長職を歴任。令和4年4月より現職。

ボストン在住時に暮らしていた14階のアパ
ートから、郊外（ブルックライン）を望む景色。

★新型コロナウイルス感染症対策により、マスク着用での取材とさせていただきました。

　
暑
く
な
る
と
の
ど
ご
し
の
よ
い
麺
類
が
食
べ
た
く
な
り
ま
す
ね
。手
軽
で
お
い
し
い
麺
類
で
す
が
単
品
で

食
べ
る
こ
と
が
多
い
た
め
、炭
水
化
物
以
外
の
栄
養
素
が
不
足
し
、バ
ラ
ン
ス
が
悪
く
な
り
や
す
い
で
す
。そ
こ

で
、麺
類
を
食
べ
る
際
の
気
を
つ
け
た
い
ポ
イ
ン
ト
を
押
さ
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
豚
肉
は
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ１
を
豊
富
に
含
ん
で
お
り
、麺
類
や
ご
飯
に
含
ま
れ
る
炭
水
化
物
の
代
謝
に
欠
か
せ
な
い

栄
養
素
で
す
。さ
っ
ぱ
り
と
し
た
野
菜
だ
れ
は
ご
飯
や
豆
腐
な
ど
と
も
相
性
が
よ
い
た
め
、手
軽
に
野
菜
を

補
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。お
い
し
く
元
気
に
、暑
い
夏
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

褥
そ
う（
床
ず
れ
）の
お
薬

じ
ょ
く

 

旬
を
味
わ
う

「
豚
し
ゃ
ぶ
そ
う
め
ん
の
夏
野
菜
だ
れ
」

食
だ
よ
り

栄
養
管
理
課  

管
理
栄
養
士
　光
田 

千
穂

ミニ知識 薬剤部  調剤課
安田 成男お 薬

　
高
齢
者
人
口
が
増
え
、在
宅
で
医
療
を
受
け
る
機
会
も
増
え
て
お
り
、『
褥
そ
う
』に

注
意
が
必
要
で
す
。褥
そ
う
は
仙
骨
や
尾
骨
、腸
骨
を
は
じ
め
、あ
ら
ゆ
る
骨
の
上
で
発
生

し
ま
す
。接
触
す
る
床
な
ど
の
外
圧
が
身
体
に
持
続
し
て
か
か
る
こ
と
で
、骨
と
皮
膚
の
間

の
組
織
で
血
流
の
低
下
を
起
こ
し
、放
置
す
る
と
組
織
が
壊
死
し『
創（
損
傷
部
分
）』を

つ
く
り
ま
す
。感
染
の
温
床
と
な
り
や
す
い
う
え
、時
に
は
痛
み
を
伴
い
、著
し
く
Q
O
L

（
生
活
の
質
）の
低
下
を
招
き
、治
療
に
数
年
を
要
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
今
回
は
褥
そ
う
に
用
い
る
お
薬
に
つい
て
紹
介
し
ま
す
。

　
他
に
も
組
織
の
再
生
や
皮
膚
の
形
成
を
促
す
お
薬
が
あ
り
ま
す
が
、治
療
効
果
を
上
げ

る
た
め
に
は
創
面
を
よ
い
環
境（
乾
燥
状
態
や
ジ
ュク
ジ
ュク
程
度
）に
導
く
こ
と
も
ポ
イ
ン
ト

と
な
り
ま
す
。例
え
ば
滲
出
液
が
多
く
ジ
ュク
ジ
ュク
し
た
創
に
水
を
補
う
ゲ
ー
ベン
ク
リ
ー

ム
を
使
用
す
る
と
、か
え
って
む
く
み
を
招
く
な
ど
症
状
を
悪
化
さ
せ
組
織
の
再
生
を
妨
げ

ま
す
。症
状
に
合
わ
せ
た
適
切
な
お
薬
選
び
と
使
用
方
法
が
、治
療
効
果
に
大
き
く
影
響

し
ま
す
の
で
、必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　『
使
って
い
る
お
薬
で
合
って
い
る
か
な
？
』『
正
し
く
使
用
で
き
て
い
る
か
な
？
』な
ど
、気

に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、医
師
、看
護
師
、薬
剤
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

3把
150ｇ
1本

1/2個
4～5枚
1本
1本

夏

そうめん
豚肉
きゅうり
トマト
大葉
みょうが
なす
調味料
　　

かいわれ、炒りごま…各適量

〈作り方〉

〈材料〉（2人分）

❶きゅうり、トマトは1cm角に、大葉、みょう
　がは千切りにする。
❷なすにラップをかけ、電子レンジで3分
　加熱し、粗熱が取れたら1ｃｍ角に切る。
❸調味料を混ぜ合わせ、①、②の野菜と和
　える。
❹そうめん、豚肉をそれぞれ茹で、皿に盛る。
　③の野菜だれをかけ、かいわれを添えて
　炒りごまをふる。

麺
類
を
食
べ
る
と
き
の
ポ
イ
ン
ト

麺
の
量
は
適
量
に

褥
そ
う
に
用
い
る
代
表
的
な
お
薬

1
大
盛
り
に
す
る
こ
と
は
控
え
、う
ど
ん
な
ら
１
玉
、そ
う
め
ん
な
ら
1.5
把
程
度
に
し
ま
し
ょ
う
。ま
た「
う
ど
ん
と

お
に
ぎ
り
」、「
ラ
ー
メ
ン
と
チ
ャ
ー
ハ
ン
」な
ど
の
炭
水
化
物
同
士
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

必
ず
具
材
や
他
の
お
か
ず
と一緒
に

2
炭
水
化
物
に
偏
っ
た
食
事
は
、血
糖
値
の
急
上
昇
に
つ
な
が
り
ま
す
。具
材
に
肉
や
卵
な
ど
の
た
ん
ぱ
く
質
食
品

や
、野
菜
を
取
り
入
れ
ま
し
ょ
う
。副
菜
を
プ
ラ
ス
し
て
も
い
い
で
す
ね
。

ス
ー
プ
は
飲
み
干
さ
な
い

3
ス
ー
プ
に
は
多
く
の
食
塩
が
含
ま
れ
て
お
り
、す
べ
て
飲
み
干
す
と
約
１
日
分
の
摂
取
量
に
な
り
ま
す
。麺
そ
の

も
の
に
も
食
塩
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、ス
ー
プ
は
必
ず
残
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

食
べ
る
ス
ピ
ー
ド
に
も
注
意

4
の
ど
ご
し
が
よ
い
た
め
、早
食
い
に
な
り
や
す
い
で
す
。よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
こ
と
で
満
腹
中
枢
が
刺
激
さ
れ
、

食
べ
す
ぎ
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

醤油…小さじ2、 みりん…小さじ2、
酒…大さじ1、 酢…小さじ1、
豆板醬…小さじ1/4

● 

ア
ズ
ノ
ー
ル
®
軟
膏

● 

亜
鉛
華
軟
膏

油
脂
性（
保
湿
性
）

炎
症
を
抑
え
る
作
用
と
と
も
に
皮
膚
保
護
作
用
の
あ
る
油
脂
性
の
基
剤
を
含
み
ま
す
。

主
に
褥
そ
う
初
期
の
発
赤
や
水
疱
、た
だ
れ
、浅
い
潰
瘍
部
全
般
に
使
用
し
ま
す
。

● 

イ
ソ
ジ
ン
®
シ
ュ
ガ
ー
パ
ス
タ
軟
膏

● 

ユ
ー
パ
ス
タ
コ
ー
ワ
軟
膏

吸  

水  

性

抗
菌
作
用
と
水
を
吸
う
性
質
が
あ
り
ま
す
。創
か
ら
出
る
滲
出
液
を
吸
収
す
る
た
め
、

ジ
ュ
ク
ジ
ュ
ク
し
た
創
へ
の
使
用
に
適
し
て
お
り
、組
織
の
再
生
を
促
す
作
用
も
あ
り
ま
す
。

● 

ゲ
ー
ベ
ン
ク
リ
ー
ム
１
％

補  

水  

性

抗
菌
と
、水
分
を
60
％
含
む
た
め
水
を
補
う
性
質
が
あ
り
ま
す
。乾
燥
し
た
創
へ
の
使
用

に
適
し
て
お
り
、壊
死
し
た
部
分
を
除
去
す
る
作
用
も
あ
り
ま
す
。

休日、くつろぐお気に入り
の場所。
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1967   2022
創立55周年！

紹  介

逆紹介

大阪赤十字病院
高度医療・専門医療
症状が安定したら再び
「かかりつけ医」へ

かかりつけ医
日ごろの健康管理
専門的な治療が
必要なら当院へ紹介

◆ 院　長／高松  勇　　
◆ 診療科／小児科
◆ 住　所／大阪市阿倍野区阪南町１－１５－６
◆ 電　話／０６－６１６７－８９０１
◆ 診療時間

特長

病院と診療所がその機能や役割を分担しながら、患者さんに適切な医療を
提供することが求められています。自分のことをよく知っていて、ちょっと
した病気やケガの診察や相談ができる〝かかりつけ医〟をもちましょう。

地域の皆さまへ

　『
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
』と
い
う
言
葉
を
耳
に
さ
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
が
ん
情
報
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
と
、「
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
」と

は「
外
観
や
人
の
容
貌
」を
意
味
す
る
言
葉
と
さ
れ
て
い
ま
す
。脱
毛（
頭
髪
、

ま
つ
毛
、ま
ゆ
毛
な
ど
）、皮
膚
や
爪
の
変
色
、爪
の
変
形
、手
術
の
傷
跡
な
ど
、

治
療
に
よ
っ
て
起
こ
る
外
見
の
変
化
に
対
し
て
、患
者
さ
ん
の
悩
み
に
対
処
し

支
援
す
る
こ
と
を『
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
』と
い
い
ま
す
。

　
今
ま
で
は〝
が
ん
治
療
の
た
め
に
は
外
見
変
化
は
や
む
を
得
な
い
〞と
外
見
の

ケ
ア
は
後
回
し
に
さ
れ
て
き
ま
し
た
。し
か
し
、外
見
の
変
化
は
が
ん
患
者
さ
ん

の
気
持
ち
や
体
調
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。そ
こ
で
当
院
で
は
、こ
の

よ
う
な
治
療
に
よ
っ
て
起
こ
る
外
見
の
変
化
が
も
た
ら
す
が
ん
患
者
さ
ん
の

ス
ト
レ
ス
を
軽
減
す
る
た
め
、ウ
ィッ
グ
を
取
り
扱
って
い
る
メ
ー
カ
ー
を
中
心
に

『
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
相
談
会
』を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
か
ら
は
、ス
キ
ン
ケ
ア
や
口
腔
ケ
ア
、運
動
支
援
と
いっ
た
新
た
な
メ
ー

カ
ー
も
参
加
し
て
い
ま
す
。相
談
会
で
は
、ウ
ィッ
グ
を
は
じ
め
と
す
る
ア
ピ
ラ
ン
ス

ケ
ア
用
品
を
実
際
に
手
に
取
って
み
た
り
、各
メ
ー
カ
ー
の
担
当
者
に
直
接
相
談
し

た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▶高松院長

▲外観

か か り つ け 医 をもちましょう
登録医
紹介

　
皆
さ
ま
は
大
阪
赤
十

字
病
院
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

会
が
あ
る
の
を
ご
存
じ

で
し
ょ
う
か
。こ
の
会
は
、

病
院
の
組
織
で
は
な
く
、

一
般
の
有
志
者
が
集
ま
っ

て
病
院
内
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
す
る
団
体
で
す
。

　
現
在
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、活
動
を
休

止
し
て
い
る
期
間
が
多
く
、ピ
ン
ク
や
グ
リ

ー
ン
の
エ
プ
ロ
ン
を
付
け
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
の
姿
を
目
に
す
る
機
会
が
減
って

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、「
フ
ロ
ア
案
内
」

や「
入
院
患
者
さ
ん
の
車
椅
子
移
動
の
お

手
伝
い
」な
ど
の
活
動
を
行
って
い
ま
す
。

　
現
在
、50
名
の
メ
ン
バ
ー
が
在
籍
し
て
お

り
、な
か
に
は
過
去
に
大
阪
赤
十
字
病
院

に
入
院
し
た
り
、家
族
が
入
院
し
た
際
に

当
会
の
活
動
を
知
り
、活
動
内
容
に
意
義

を
感
じ
て
入
会
さ
れ
た
方
も
い
ま
す
。

　
興
味
の
あ
る
方
や
お
時
間
の
あ
る
方
は
、

ま
ず
は
体
験
入
会
と
し
て
、週
１
日
程
度

の
活
動
に
ご
参
加
い
た
だ
け
た
ら
と

思
い
ま
す
。初
心
者
の
方
も
歓
迎
で

す
。あ
く
ま
で
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

す
の
で
無
理
の
な
い
範
囲
で
私
た

ち
と一緒
に
楽
し
く
活
動
し
ま
し
ょ

う
。皆
さ
ま
か
ら
の
お
問
い
合
わ
せ

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【一般の病気】熱、咳、吐きくだし。これらの多くは身体を守るための症状
でもあります。自然治癒力を活かしながら、早く治るようにサポートします。
【アレルギー・呼吸器の診療】気管支喘息（ぜんそく）、食物アレルギー、アトピー性
皮膚炎、じんましんなどの専門的治療を行っています。経過が長いので、病気と
上手く付き合いながら、病気をもっていても日常生活（保育所・幼稚園・学校・家庭）
を楽しく過ごすことが大切と考えています。また、無理のない食物除去や食事療法、
軟膏の塗り方やスキンケアの方法を、ともに考えお手伝いします。

40年を超える小児科医としての診療経験を活かして、赤ちゃん、
お子さんを診察しています。子どもの病気はないに越したことはありません。しかし、
子どもは成長の過程で一定の病気にかかってしまいます。病気になっても、上手く対
処し早く元気になってもらい、お子さんが元気に成長していけるようお手伝いします。

月 　火 　  水 　  木　   金　   土
8：30～12：00
14：50～15：30
16：00～16：30
16：30～17：30

診療時間

たかまつこどもクリニック

がん相談支援センター  医療ソーシャルワーカー　阿曽 愛

大阪赤十字病院 ボランティア会  会長  福島 良明

〝緩和ケアチーム〟からのお知らせ vol.52

がん相談支援センター 当院では、がん全般に関するさまざまなご相談をお受けしています。
TEL:06（6774）5152  FAX:06（6774）5126  syakaika@osaka-med.jrc.or.jp

アピアランスケア相談会について

◆ 院　長／黒岡 京浩
◆ 診療科／内科
◆ 住　所／大阪市生野区新今里７－１０－１５
◆ 電　話／０６－６７５７－２３０６
◆ 往　診／有　　
◆ 訪問診療／有
◆ 診療時間

特長

い    りょう  ほう   じん くろ  おか   い   いん

地域の皆さまへ

▲外観

▲待合室

当院は、昭和52年に大阪市生野区で開院しました。私自身は平成5年
近畿大学医学部卒業後、同第一内科（現在の循環器内科）入局、平成20年に前
院長より継承し、現在に至っています。レントゲン、心電図、呼吸機能検査、超音波
などの設備機器を備え、血液検査、尿検査と併せて、高血圧、糖尿病、脂質異常症
などを含む内科全般の診療を行っています。また、大阪赤十字病院の登録医として、
状況に応じて専門科の紹介を含め病診連携を図っています。

地域のかかりつけ医として、一般内科診療、各種予防接種、健康
診断などを行っています。通院が困難な場合は、往診、在宅医療（訪問診療）も行っ
ていますので、随時、ご相談ください。

月 　火 　  水 　  木　   金　   土
午前（  9：00～12：00）
午後（17：00～19：00）

外　来

■休診日／日曜、祝日■休診日／木曜、日曜、祝日

医療法人 黒岡医院

随時、お気軽にご相談ください → ● 健康診断（一般・大腸がん検診など）
● 予防接種（インフルエンザ・成人肺炎球菌など）

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
状
況
に
よ
り
中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

日 

時

毎
週
月
曜
日
の
11
時
〜
15
時

会 

場

本
館
２
階・患
者
情
報
室
前4日 スヴェンソン ウィッグ展示、試着、相談

25日 サンスター ハブラシなどお口のケア用品の展示、お口のお悩み相談

アピアランスケア相談会
開催スケジュール
2022年7月～8月

展示・相談内容担当業者日 時

（
担
当
す
る
メ
ー
カ
ー
は
毎
週
変

わ
り
ま
す
の
で
、院
内
各
所
に
掲

示
し
て
あ
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
表
に

て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。）

　『
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
相
談
会
』を
通
じ
て
、が
ん
患

者
さ
ん
自
身
が
自
分
の
変
化
に
向
き
合
い
、心
地
よ
く

生
き
る
す
べ
を
見
つ
け
、自
分
ら
し
い
生
活
が
で
き
る

よ
う
支
援
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。ご
予
約
不
要
で

参
加
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。

７
月

８
月

▲院内ポスター

※8月のスケジュールは確定ではありません。変更となる場合がありますので、院内ポスターなどでご確認ください。

大
手
前
整
肢
学
園

大
阪
赤
十
字
病
院
附
属

お
お    

て    

ま
え  

せ
い     

し    

が
く   

え
ん

大
手
前
整
肢
学
園  

事
務
部
長  

森  

正
尚

▲ガーゼなど衛生材料の整理を行っています。

▲車椅子移動のお手伝い

▲フロア案内

▲昭和42年

▲平成15年頃

▲令和4年

　
当
院
の
敷
地
内
に
あ
る『
大
手
前
整
肢
学
園
』と
い
う
施
設
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う

か
。大
阪
メ
ト
ロ・近
鉄「
鶴
橋
駅
」に
近
い
東
門
の
そ
ば
に
あ
る
建
物（
東
館
）の

１
階
か
ら
３
階
が
、当
園
で
す
。

　
今
年
で
創
立
55
周
年
を
迎
え
る
、日
本
赤
十
字
社
の
病
院
で

も
あ
り
、社
会
福
祉
施
設
で
も
あ
る
ユ
ニ
ー
ク
な
施
設
で
す
。

身
体
の
運
動
や
動
作
が
不
自
由
な
状
態
に
あ
る「
肢
体
不
自
由

児
」や
、重
度
の
肢
体
不
自
由
と
知
的
障
害
と
が
重
複
し
た

「
重
症
心
身
障
害
児
」が
、通
院
や
入
院（
入
所
）を
し
な
が
ら

治
療・療
育
を
行
い
ま
す
。病
棟
は
60
床
で
、職
員
は
約
90
人
。

医
師
や
看
護
師
の
ほ
か
、保
育
士
、介
護
福
祉
士
、理
学・作
業
療

法
士
、言
語
聴
覚
士
、ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
な
ど
、幅
広
い
専
門
ス
タ

ッフ
が
揃
って
い
ま
す
。

●
ど
ん
な
施
設
な
の
？

　
当
園
は
当
初
、大
阪
城
の
近
く
に
あ
り
、途
中
移
転
し
た
際
も

名
前
を
変
え
ず
現
在
に
至
り
ま
す
。今
は
当
院
の
附
属
施
設
で

あ
る
た
め
、病
院
小
児
科
と
常
に
連
携
し
、高
度
な
医
療
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
に
努
め
て
い
ま
す
。

●「
大
手
前
」は
大
阪
城
近
く
の
地
名
だ
け
ど
、

　病
院
と
の
関
係
は
？

　
少
子
化
の
な
か
、呼
吸
器
な
ど
を
使
用
し
、た
ん
の
吸
引
や

経
管
栄
養
な
ど
の
ケ
ア
が
必
要
な
子
ど
も
の
数
が
、こ
の
10
年
で

２
倍
に
増
え
て
い
ま
す
。医
療
技
術
の
進
歩
に
よ
り
、こ
れ
ま
で

救
え
な
か
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
生
命
が
守
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

そ
う
し
た
子
ど
も
や
保
護
者
を
支
え
る
、医
療・療
育
の
機
能
を

併
せ
持
つ
施
設
は
、ま
す
ま
す
重
要
に
な
って
い
ま
す
。

●
障
が
い
を
持
つ
子
ど
も
は
増
え
て
い
る
の
？

　
当
園
は
、信
頼
さ
れ
る
医
療・福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、す
べ

て
の
人
が
豊
か
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、一人
ひ
と
り
に
寄
り
添
っ

た
支
援
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。引
き
続
き
、温
か
い
ご
支
援・

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
最
後
に

▲運動会

　一般小児科
　予防接種（要予約） ※水曜は14：50～15：20
　アレルギー外来（予約のみ） ※水曜は15：30～16：30
［受付］診療窓口またはアイチケット
　　　午前診 8：30～11：30、午後診 16：30～17：00
 　　　  ※アイチケットは当日診療の順番のみ

私たちと一緒にボランティア活動
やってみませんか？

11日 アン ウィッグの展示、試着、相談、頭皮ケア、簡単メイク、
つけ毛、TOPピース

1日 アデランス ウィッグ、ネイルケア相談、頭皮ケア相談、メディキュア下着

15日 スヴェンソン ウィッグ展示、試着、相談

29日 マリブ ウィッグ展示、アピアランスケア相談

22日 アートネイチャー ウィッグ、ナチュラルウォーターネイル、オーガニックコットンキャップ

8日 ルネサンス運動
支援センター

「大阪国際がんセンター認定  がん専門運動指導士」による
自分リハビリ（運動）相談、握力（筋力）などの測定、
自宅でできる自分リハビリ（運動）の紹介と体験

大阪赤十字病院 ボランティア会

創立55周年！

移転前の当園

現在の当園（当院東館）

問
い
合
わ
せ
先
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1967   2022
創立55周年！

紹  介

逆紹介

大阪赤十字病院
高度医療・専門医療
症状が安定したら再び
「かかりつけ医」へ

かかりつけ医
日ごろの健康管理
専門的な治療が
必要なら当院へ紹介

◆ 院　長／高松  勇　　
◆ 診療科／小児科
◆ 住　所／大阪市阿倍野区阪南町１－１５－６
◆ 電　話／０６－６１６７－８９０１
◆ 診療時間

特長

病院と診療所がその機能や役割を分担しながら、患者さんに適切な医療を
提供することが求められています。自分のことをよく知っていて、ちょっと
した病気やケガの診察や相談ができる〝かかりつけ医〟をもちましょう。

地域の皆さまへ

　『
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
』と
い
う
言
葉
を
耳
に
さ
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
が
ん
情
報
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
と
、「
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
」と

は「
外
観
や
人
の
容
貌
」を
意
味
す
る
言
葉
と
さ
れ
て
い
ま
す
。脱
毛（
頭
髪
、

ま
つ
毛
、ま
ゆ
毛
な
ど
）、皮
膚
や
爪
の
変
色
、爪
の
変
形
、手
術
の
傷
跡
な
ど
、

治
療
に
よ
っ
て
起
こ
る
外
見
の
変
化
に
対
し
て
、患
者
さ
ん
の
悩
み
に
対
処
し

支
援
す
る
こ
と
を『
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
』と
い
い
ま
す
。

　
今
ま
で
は〝
が
ん
治
療
の
た
め
に
は
外
見
変
化
は
や
む
を
得
な
い
〞と
外
見
の

ケ
ア
は
後
回
し
に
さ
れ
て
き
ま
し
た
。し
か
し
、外
見
の
変
化
は
が
ん
患
者
さ
ん

の
気
持
ち
や
体
調
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。そ
こ
で
当
院
で
は
、こ
の

よ
う
な
治
療
に
よ
っ
て
起
こ
る
外
見
の
変
化
が
も
た
ら
す
が
ん
患
者
さ
ん
の

ス
ト
レ
ス
を
軽
減
す
る
た
め
、ウ
ィッ
グ
を
取
り
扱
って
い
る
メ
ー
カ
ー
を
中
心
に

『
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
相
談
会
』を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
か
ら
は
、ス
キ
ン
ケ
ア
や
口
腔
ケ
ア
、運
動
支
援
と
いっ
た
新
た
な
メ
ー

カ
ー
も
参
加
し
て
い
ま
す
。相
談
会
で
は
、ウ
ィッ
グ
を
は
じ
め
と
す
る
ア
ピ
ラ
ン
ス

ケ
ア
用
品
を
実
際
に
手
に
取
って
み
た
り
、各
メ
ー
カ
ー
の
担
当
者
に
直
接
相
談
し

た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▶高松院長

▲外観

か か り つ け 医 をもちましょう
登録医
紹介

　
皆
さ
ま
は
大
阪
赤
十

字
病
院
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

会
が
あ
る
の
を
ご
存
じ

で
し
ょ
う
か
。こ
の
会
は
、

病
院
の
組
織
で
は
な
く
、

一
般
の
有
志
者
が
集
ま
っ

て
病
院
内
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
す
る
団
体
で
す
。

　
現
在
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、活
動
を
休

止
し
て
い
る
期
間
が
多
く
、ピ
ン
ク
や
グ
リ

ー
ン
の
エ
プ
ロ
ン
を
付
け
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
の
姿
を
目
に
す
る
機
会
が
減
って

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、「
フ
ロ
ア
案
内
」

や「
入
院
患
者
さ
ん
の
車
椅
子
移
動
の
お

手
伝
い
」な
ど
の
活
動
を
行
って
い
ま
す
。

　
現
在
、50
名
の
メ
ン
バ
ー
が
在
籍
し
て
お

り
、な
か
に
は
過
去
に
大
阪
赤
十
字
病
院

に
入
院
し
た
り
、家
族
が
入
院
し
た
際
に

当
会
の
活
動
を
知
り
、活
動
内
容
に
意
義

を
感
じ
て
入
会
さ
れ
た
方
も
い
ま
す
。

　
興
味
の
あ
る
方
や
お
時
間
の
あ
る
方
は
、

ま
ず
は
体
験
入
会
と
し
て
、週
１
日
程
度

の
活
動
に
ご
参
加
い
た
だ
け
た
ら
と

思
い
ま
す
。初
心
者
の
方
も
歓
迎
で

す
。あ
く
ま
で
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

す
の
で
無
理
の
な
い
範
囲
で
私
た

ち
と一緒
に
楽
し
く
活
動
し
ま
し
ょ

う
。皆
さ
ま
か
ら
の
お
問
い
合
わ
せ

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【一般の病気】熱、咳、吐きくだし。これらの多くは身体を守るための症状
でもあります。自然治癒力を活かしながら、早く治るようにサポートします。
【アレルギー・呼吸器の診療】気管支喘息（ぜんそく）、食物アレルギー、アトピー性
皮膚炎、じんましんなどの専門的治療を行っています。経過が長いので、病気と
上手く付き合いながら、病気をもっていても日常生活（保育所・幼稚園・学校・家庭）
を楽しく過ごすことが大切と考えています。また、無理のない食物除去や食事療法、
軟膏の塗り方やスキンケアの方法を、ともに考えお手伝いします。

40年を超える小児科医としての診療経験を活かして、赤ちゃん、
お子さんを診察しています。子どもの病気はないに越したことはありません。しかし、
子どもは成長の過程で一定の病気にかかってしまいます。病気になっても、上手く対
処し早く元気になってもらい、お子さんが元気に成長していけるようお手伝いします。

月 　火 　  水 　  木　   金　   土
8：30～12：00
14：50～15：30
16：00～16：30
16：30～17：30

診療時間

たかまつこどもクリニック

がん相談支援センター  医療ソーシャルワーカー　阿曽 愛

大阪赤十字病院 ボランティア会  会長  福島 良明

〝緩和ケアチーム〟からのお知らせ vol.52

がん相談支援センター 当院では、がん全般に関するさまざまなご相談をお受けしています。
TEL:06（6774）5152  FAX:06（6774）5126  syakaika@osaka-med.jrc.or.jp

アピアランスケア相談会について

◆ 院　長／黒岡 京浩
◆ 診療科／内科
◆ 住　所／大阪市生野区新今里７－１０－１５
◆ 電　話／０６－６７５７－２３０６
◆ 往　診／有　　
◆ 訪問診療／有
◆ 診療時間

特長

い    りょう  ほう   じん くろ  おか   い   いん

地域の皆さまへ

▲外観

▲待合室

当院は、昭和52年に大阪市生野区で開院しました。私自身は平成5年
近畿大学医学部卒業後、同第一内科（現在の循環器内科）入局、平成20年に前
院長より継承し、現在に至っています。レントゲン、心電図、呼吸機能検査、超音波
などの設備機器を備え、血液検査、尿検査と併せて、高血圧、糖尿病、脂質異常症
などを含む内科全般の診療を行っています。また、大阪赤十字病院の登録医として、
状況に応じて専門科の紹介を含め病診連携を図っています。

地域のかかりつけ医として、一般内科診療、各種予防接種、健康
診断などを行っています。通院が困難な場合は、往診、在宅医療（訪問診療）も行っ
ていますので、随時、ご相談ください。

月 　火 　  水 　  木　   金　   土
午前（  9：00～12：00）
午後（17：00～19：00）

外　来

■休診日／日曜、祝日■休診日／木曜、日曜、祝日

医療法人 黒岡医院

随時、お気軽にご相談ください → ● 健康診断（一般・大腸がん検診など）
● 予防接種（インフルエンザ・成人肺炎球菌など）

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
状
況
に
よ
り
中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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月
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日
の
11
時
〜
15
時
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場

本
館
２
階・患
者
情
報
室
前4日 スヴェンソン ウィッグ展示、試着、相談

25日 サンスター ハブラシなどお口のケア用品の展示、お口のお悩み相談

アピアランスケア相談会
開催スケジュール
2022年7月～8月

展示・相談内容担当業者日 時

（
担
当
す
る
メ
ー
カ
ー
は
毎
週
変

わ
り
ま
す
の
で
、院
内
各
所
に
掲

示
し
て
あ
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
表
に

て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。）

　『
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
相
談
会
』を
通
じ
て
、が
ん
患

者
さ
ん
自
身
が
自
分
の
変
化
に
向
き
合
い
、心
地
よ
く

生
き
る
す
べ
を
見
つ
け
、自
分
ら
し
い
生
活
が
で
き
る

よ
う
支
援
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。ご
予
約
不
要
で

参
加
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。

７
月

８
月

▲院内ポスター

※8月のスケジュールは確定ではありません。変更となる場合がありますので、院内ポスターなどでご確認ください。
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▲ガーゼなど衛生材料の整理を行っています。

▲車椅子移動のお手伝い

▲フロア案内

▲昭和42年

▲平成15年頃

▲令和4年

　
当
院
の
敷
地
内
に
あ
る『
大
手
前
整
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学
園
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う
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で
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ょ
う
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メ
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ロ・近
鉄「
鶴
橋
駅
」に
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い
東
門
の
そ
ば
に
あ
る
建
物（
東
館
）の
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ら
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が
、当
園
で
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今
年
で
創
立
55
周
年
を
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え
る
、日
本
赤
十
字
社
の
病
院
で

も
あ
り
、社
会
福
祉
施
設
で
も
あ
る
ユ
ニ
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ク
な
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で
す
。

身
体
の
運
動
や
動
作
が
不
自
由
な
状
態
に
あ
る「
肢
体
不
自
由

児
」や
、重
度
の
肢
体
不
自
由
と
知
的
障
害
と
が
重
複
し
た

「
重
症
心
身
障
害
児
」が
、通
院
や
入
院（
入
所
）を
し
な
が
ら

治
療・療
育
を
行
い
ま
す
。病
棟
は
60
床
で
、職
員
は
約
90
人
。

医
師
や
看
護
師
の
ほ
か
、保
育
士
、介
護
福
祉
士
、理
学・作
業
療

法
士
、言
語
聴
覚
士
、ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
な
ど
、幅
広
い
専
門
ス
タ

ッフ
が
揃
って
い
ま
す
。

●
ど
ん
な
施
設
な
の
？

　
当
園
は
当
初
、大
阪
城
の
近
く
に
あ
り
、途
中
移
転
し
た
際
も

名
前
を
変
え
ず
現
在
に
至
り
ま
す
。今
は
当
院
の
附
属
施
設
で

あ
る
た
め
、病
院
小
児
科
と
常
に
連
携
し
、高
度
な
医
療
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
に
努
め
て
い
ま
す
。

●「
大
手
前
」は
大
阪
城
近
く
の
地
名
だ
け
ど
、

　病
院
と
の
関
係
は
？

　
少
子
化
の
な
か
、呼
吸
器
な
ど
を
使
用
し
、た
ん
の
吸
引
や

経
管
栄
養
な
ど
の
ケ
ア
が
必
要
な
子
ど
も
の
数
が
、こ
の
10
年
で

２
倍
に
増
え
て
い
ま
す
。医
療
技
術
の
進
歩
に
よ
り
、こ
れ
ま
で

救
え
な
か
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
生
命
が
守
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

そ
う
し
た
子
ど
も
や
保
護
者
を
支
え
る
、医
療・療
育
の
機
能
を

併
せ
持
つ
施
設
は
、ま
す
ま
す
重
要
に
な
って
い
ま
す
。

●
障
が
い
を
持
つ
子
ど
も
は
増
え
て
い
る
の
？

　
当
園
は
、信
頼
さ
れ
る
医
療・福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、す
べ

て
の
人
が
豊
か
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、一人
ひ
と
り
に
寄
り
添
っ

た
支
援
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。引
き
続
き
、温
か
い
ご
支
援・

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
最
後
に

▲運動会

　一般小児科
　予防接種（要予約） ※水曜は14：50～15：20
　アレルギー外来（予約のみ） ※水曜は15：30～16：30
［受付］診療窓口またはアイチケット
　　　午前診 8：30～11：30、午後診 16：30～17：00
 　　　  ※アイチケットは当日診療の順番のみ

私たちと一緒にボランティア活動
やってみませんか？

11日 アン ウィッグの展示、試着、相談、頭皮ケア、簡単メイク、
つけ毛、TOPピース

1日 アデランス ウィッグ、ネイルケア相談、頭皮ケア相談、メディキュア下着

15日 スヴェンソン ウィッグ展示、試着、相談

29日 マリブ ウィッグ展示、アピアランスケア相談

22日 アートネイチャー ウィッグ、ナチュラルウォーターネイル、オーガニックコットンキャップ

8日 ルネサンス運動
支援センター

「大阪国際がんセンター認定  がん専門運動指導士」による
自分リハビリ（運動）相談、握力（筋力）などの測定、
自宅でできる自分リハビリ（運動）の紹介と体験

大阪赤十字病院 ボランティア会

創立55周年！

移転前の当園

現在の当園（当院東館）

問
い
合
わ
せ
先

大
阪
赤
十
字
病
院 

医
療
支
援
課

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
担
当

0
6（
6
7
7
4
）5
1
5
1

電
話
：

7 6
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ニュース ＆ イベント

大阪赤十字病院の理念
わたしたちは
人道・博愛の赤十字精神に基づき
すべての人の尊厳をまもり
心のかよう高度の医療をめざします

患者さんの権利
1. 一人の人間として、人権をまもられる権利があります
２. 良質かつ適切な医療を、公平に受ける権利があります
３. 医療についての情報や治療上の説明を受ける権利があります
４. 自分自身の治療について、医療行為を選択する権利があります
５. プライバシーがまもられ、個人情報が保護される権利があります
６. 自己の診療録等の医療情報の開示を求める権利があります
７. 他施設の医師の意見（セカンドオピニオン）を求める権利があります

■受付時間（月～金） 〈診療開始は午前８：４５からです〉
　初診／月曜日～金曜日  ８：３０～１１：３０　再診／月曜日～金曜日  ８：００～１１：４５
■休診日　土・日・祝・５月１日（本社創立記念日）・１２月２９日～1月３日
■診察券　診察券は全科共通で使用いたしますので、ご来院時には必ずお持ちください。
■ご面会 〈病状によってこの限りではありませんが、必ず病棟の看護師にご相談ください〉　
　平日／１４:００～１９:００　休診日／１０:００～１２:００、１４:００～１９:００　
　小児病棟（平日・休診日とも）／１４:００～１９:００　
■保険証等　保険証、医療証等は月に１度窓口で確認させていただきます。
　　　　　　　また、変更・更新の際は必ずご提出ください。

病院のご案内
当院は

敷地内全面禁煙です

https://www.osaka-med.jrc.or.jp

大阪赤十字病院
大阪市天王寺区筆ケ崎町5－30　令和4年7月発行

ＴＥＬ：06－6774－5111
■お問い合わせ

（代表）
大阪赤十字病院

https://www.jrc.or.jp
赤十字全般

当院は、敷地内全面禁煙を
実施しています。

ご理解とご協力をお願いします。

シリーズ 心臓血管外科部長 岩倉  篤情熱の白衣 医師の素顔● 看護師レポート81
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　すずらんの寄贈は、全日本空輸株式会社の
ご厚意により昭和31年から行わ
れており、今年で67回目を迎えま
した。例年、客室乗務員と地上旅
客係員の皆さまにお越しいただき、
寄贈セレモニーやしおりの配布を

行っていますが、本年度も新型コロナウイルス感染症の感染
拡大防止のため中止となりました。
　しかしながら、全日本空輸株式会社の皆さまより、すずらんの切り花とすずらんの香りがする
しおりをお送りいただき、すずらんの爽やかな香りに心癒されるひとときを過ごしました。

News大空から「しあわせの花」すずらんが
届けられました

News本誌「びり～ぶ」についての
アンケートを実施中！

　「赤十字」の創始者はスイス人のアンリー・デュナンです。1859年にイタリア統一戦争の激戦地
でデュナンが「苦しむ人は敵味方関係なく救護しなければならない」という思いを持ったことが
赤十字の原点です。彼の誕生日にちなみ、毎年５月８日は世界赤十字デーと定められています。
日本赤十字社では、この日を含む毎年５月を赤十字運動月間としています。
　当院でも５月中に院内に設置した活動資金へのご協力をお願いする募金箱に17,453円の
ご協力をいただきました。誠にありがとうございました。

News
活動資金へのご協力ありがとうございました

人事異動情報 （令和４年3月31日付～6月1日付）
採用

退職

食だより／夏　旬を味わう「豚しゃぶそうめんの夏野菜だれ」　　　お薬ミニ知識／褥そう（床ずれ）のお薬
〝緩和ケアチーム〟からのお知らせ　　　かかりつけ医をもちましょう　　
大阪赤十字病院附属大手前整肢学園／大阪赤十字病院 ボランティア会　　  Topics Box〈ニュース＆イベント〉

右記のQRコードを
携帯電話で読み取り、
回答後、送信してください。

　今後も皆さまの声を反映しながら、よりよい情報誌に
していきたいと考えています。
　ぜひ、皆さまのご意見・ご感想をお聞かせください。
ご協力をお願いします。

▼アンケート方法

5月は赤十字運動月間
〈4月5日付〉【消化器外科部】上野　剛平（非常勤嘱託医師）
〈4月8日付〉【脳神経外科部】尾崎　沙耶（非常勤嘱託医師）
〈6月1日付〉【産婦人科部】田村　年規（専攻医）
　　　　　 【脳神経内科部】月田　和人（非常勤嘱託医師）

〈3月31日付〉【麻酔科・集中治療部】菫　理（非常勤嘱託医師）
〈4月30日付〉【消化器外科部】中島　研郎（副部長）
　　　　　　【救急科部】大河内　謙太郎（副部長）
　　　　　　【血液内科部】永田　修（医師）

個人として資金を拠出された場合

についてご  寄  付

TEL ： 06ー6774ー5111大阪赤十字病院  総務管理課 （代表）

■税制上の優遇措置 ■表彰制度

●

1.有功章・社長感謝状
①事業資金として、一時または累計額で20万円以上を納められたとき → 銀色有功章 
②事業資金として、一時または累計額で50万円以上を納められたとき → 金色有功章
③金色有功章を受章された方がさらに事業資金として、一時または累計額で50万円以上を納められたとき
　 → 社長感謝状

3.特別社員章
（個人） 事業資金として、一時または数次に２万円以上納められたとき → 称号付与通知書特別社員章
（法人） 事業資金として、一時または数次に２万円以上納められたとき → 称号付与通知書
〈備考〉事業資金などを納められた個人、法人・団体には、納入金額に応じて上記の表彰のほか、次の手続きをいたします。
・ 厚生労働大臣感謝状（手続きは同一年度内1回のみ）
　　個人の場合 → 一時または同一年度内の累計額で100万円以上、500万円未満
　　法人・団体の場合 → 一時または同一年度内の累計額で300万円以上、1,000万円未満
・ 紺綬褒章（手続きはその都度）
　　個人の場合 → 一時または分納の申し出により累計額で500万円以上
　　法人・団体の場合 → 一時または分納の申し出により累計額で1,000万円以上

寄付金の全額（ただし、上限は寄付
者の年間所得額の40％）から2千円
を差し引いた額が寄付者の年間所
得総額から控除されます。
（所得税法第78条第2項第3号）

法人として資金を拠出された場合
●特定公益増進法人に対する寄付金
の損金算入限度額を損金に算入す
ることができます。
（法人税法第37条第4項）

ご寄付の連絡先

2.支部長表彰状（感謝状）  
　個人、法人・団体より事業資金として一時または累計額で10万円以上を納められたとき

※国の表彰については、表彰を代行申請するものであり、ご受章をお約束するものではありません。また、代行申請にあたり別途ご提出いただく書類があります。

日本赤十字社に対してなされた活動資金
のご協力は、税制上の優遇措置が受けら
れます。

日本赤十字社では、ご寄付いただいた方・法人に対し下記のとおり感謝状などをお贈りしています。

※寄付金損金算入限度額については、法人の
　資本や所得金額によって異なります。
　限度額については税務署や税理士の方に
　ご確認ください。

新型コロナウイルス感染症対応に取り組んでいる日本赤十字社に対し、多くの患者さんおよび企業・団体の皆さまから、ご寄付をいただいています。
皆さまからの温かいご支援に感謝申し上げるとともに、当院を受診される皆さまのご期待にお応えできますよう、職員一同真摯に職務に励みます。

皆さまのご理解とご支援をよろしくお願いいたします。

https://www.osaka-med.jrc.or.jp
ご寄付の方法については、当院ホームページにも掲載しています。

大阪赤十字病院 

じょく

■発行／大阪市天王寺区筆ケ崎町５－３０　令和4年7月発行　第81号1 8
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